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六月七日から八日まで熊本県阿蘇にて第三十二回九州地方協青年集会が行われ、百二十名が参加しました。まず、プロ野球選手会事務局長の松原徹さんの講演。プロ野球選手の労働組合ということで、参加者みな興味津々。松原さんの話にくぎ付けになっていました。プロ野球界の裏側を聞くことできました。プロ野球選手は、競争社会であり、残りたいと思っても残れない。チームの中にライバルがいる。でも、野球が大好き「今の環境をよくしたい」「将来のため」「家族のため」などテレビで見えない野球界の姿を聞くことができました。選手会の五訓は「対等な立場」「重要な当事者」「一人にさせない」「将来のための組織」「主役は選手」。医療の労働組合も同じと感じました。今の医療・看護について、みんなで語り合うことが必要であると思いました。


班交流会では、会場を移動し、体育館へ。班別対抗ミニバレー。体を動かし、汗を流し、班のメンバーと交流を行いました。


夕食交流会では今回は熊本地区開催ということで、菊池支部から三十名(部分参加含め)が参加し、交流会を盛り上げました。各地区の紹介後、あるクイズ番組を真似たクイズ大会。このクイズ大会はショータイム(ものまねやくまモン体操など)もあり、会場全体で盛り上がりました。


二日目は班別討論で、班に分かれて、職場の悩み、組合についてなどなど話し合い、病院の職場現状や同じ医療従事者として様々な意見交換を行いました。
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参加者の日頃の行いがよいのか昨日までの雨は何だったのかと思わせるほど初夏らしい天気の白樺高原。標高もあるため、空気はカラッと、風は冷たく感じる六月二十二日～二十三日関東信越地方協青年集会(Youth Festa)が開催され例年を一・五倍上回る一〇四名が参加しました。今回、青年委員が講師になるという初の試みで特別講演。講師の青年委員は直前まで、打ち合わせをしていました。講義は「組合とは」「全医労の歴史」「団体交渉」「青年部とは」の四つ。団体交渉では寸劇を行い、会場は参加者からの笑いと拍手が沸き起こりました。


　講義後は、場所を移動して、体育館へ。障害物競争、四人五脚、ミニバレーで楽しみました。どの種目もチームワークが必要。班のメンバーと協力・団結し、体を動かしながら、交流を行いました。


全体交流会では、ビンゴゲームと二人羽織を行い、さらに班のメンバーや参加者との交流を深めました。昼間のスポレクと全体交流会のゲームは点数がついており、その点数によって、翌日の飯盒炊爨のトッピングが決まるということで、点数が発表するとき、一番の盛り上がりを見せていました。


　翌日は朝から飯盒炊爨。昨日獲得した食材を使用し、「カレー」作り。普段、ガスや電気調理器でほとんど火を起こす機会がないため煙や火と格闘する姿もありました。中には「昔はこれが当たり前だったんだよな」という声もありました。初めて、飯盒でごはんを炊くため、水加減が分からなかったり、炊けたかどうかわからなかったりとどの班も四苦八苦している様子でした。しかし、青空の下で、みんなで協力して作ったカレーはいつものカレーよりも美味しく感じられました。


　参加者からは、「班で協力してできた」「明日からも仕事頑張りたい」「他の支部の悩みを聞けた」「グループのメンバーがよかった」「盛りだくさんの企画で楽しかった」「チームワークが最高でした」「先輩がやさしかった」「スポレクで体を動かし、汗をかいて楽しかった」「班のメンバーが率先して協力した」「他の病院の人と話ができた」「とにかく楽しかった」「次回は後輩を連れてきたい」など感想がありました。








